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交通手段の確保に乏しい高齢者及び障がい者を対象に
福祉タクシー実証実験事業開始

平
成
31
年
第
２
回
定
例
会
を
３
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
31
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め

執
行
部
提
出
議
案
27
件
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

可決

町 税 町が課税し徴収する税金

地方交付税 全国の市町村が同水準の行政事務を
行えるよう国から交付されるお金

国・県支出金 国や県からの補助金や委託金

町 債 町の借入金

繰 入 金 基金（町の貯金）取り崩しや他会計
から受ける資金

分担金及び
負 担 金

町の事業に対し利益を受ける人など
から徴収するお金

■町税の内訳
種 類 予 算 額

町民税 3億9,635万円

固定資産税 4億2,254万円

軽自動車税 4,507万円

町たばこ税 8,040万円

町税の合計 9億4,436万円

町税
9億4,436万円
（13.7%）

繰入金
6億7,349万円
（9.8%）

国・県支出金
12億1,006万円
（17.6%）

地方交付税
27億円

（39.3%）

町債
8億8,080万円
（12.8%）

地方消費税交付金
1億9,000万円
（2.8%）

地方譲与税 6,769万円（1.0%）

分担金及び
負担金
3,593万円
（0.5%）

使用料及び
手数料
8,560万円
（1.3%）

その他
7,147万円
（1.0%）

歳 入
68億7,370万円

その他交付金 1,430万円（0.2%）

※その他の内訳
諸収入 885万円
繰越金 4,685万円
財産収入 577万円 
寄附金 1,000万円

平成31年度一般会計予算 自主財源 26.3％
依存財源 73.7％68億7,370万円

■町民一人あたりの町税負担金

79,324円／年

民生費
14億6,388万円
（21.3%）

土木費
6億1,816万円
（9.0%）

衛生費
7億3,916万円
（10.7%）

消防費
7億611万円
（10.3%）

農林水産費
5億4,803万円
（8.0%）

議会費 6,682万円（1.0%）

商工費他 8,280万円
（1.2%）

総務費
14億4,717万円
（21.1%）

教育費
3億8,593万円
（5.6%）

公債費
8億1,264万円
（11.8%）

歳 出
68億7,370万円

予備費 300万円（0.0%）条例改正に伴う見直しの
主なもの

平成31年度主な新規事業（令和元年度）

平成31年2月28日の人口による
※端数調整のため、合計が一致しない場合があります

内 容：産地パワーアップ事業
（ブロッコリー育苗施設）

産地パワーアップ事業補助金 7,400 万円

内 容：宮原小学校校舎北側給食
受け庫新築工事

事業費：1,300 万円

内 容：病児・病後児保育事業
（八代北部地域医療センターに設置）

委託料：1,282 万円

内 容：野津防災公園整備工事
事業費：9,986 万円

内 容：高齢者等福祉タクシー実証
実験事業

事業費：796万円

内 容：ア．野津団地外壁改修工事
イ．旧仮設団地本設工事

事業費：ア．2,380 万円
イ．1,999 万円

平成30年度一般会計補正予算

●国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例
法令の改正により国保税の基礎課税
限度額・5割軽減対象世帯及び2割軽
減対象世帯の軽減基準額が見直され
それぞれに引き上げとなります。
●氷川町福祉センター等条例の一部を
改正する条例
竜北福祉センターと宮原福祉センタ
ーの年末年始の休館日を統一する。
（12月29日から翌年1月3日までを
休館日とする）
●氷川町有住宅条例の制定について
平成28年熊本地震により設置した仮
設住宅について県から譲与を受けて
管理運用するため新たな条例を制定
する必要がある。

《第7号》
【歳入】 国庫支出金 防災・安全社会資本整備交付金 6,054万円
 〃 ブロック塀・冷房設備対応臨時
  特例交付金 4,080万円
 県支出金 担い手確保・経営強化支援事業
  補助金 2,312万円
 〃 保険基盤安定負担金 1,485万円
【歳出】衛生費 国民健康保険特別会計繰出金 2,859万円
 農林水産業費 担い手確保・経営強化支援事業
  補助金 2,312万円
 〃 県営事業負担金 4,765万円
 土木費 町道今・桜ヶ丘線道路改良工事 1,412万円
 〃 町道北川反甫北鹿野線道路改良
  工事 2,450 万円
 教育費 学校空調設備設置工事
  （小学校 3校分） 17,702万円
 〃 学校空調設備設置工事
  （竜北中学校分） 5,826万円
《第 8号》
【歳入】県支出金 熊本地震災害廃棄物処理基金補
  助金 1,865 万円
【歳出】総務費 減債基金積立金 1,865万円
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Ｑ：小・中学校のエアコン設置の
　　実質負担額と工事の進捗状況は。

Ａ：一般財源は１億1200万円程度。
　　入札を6月に。工期は6ヶ月程度。

　
　
　

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
実

質
負
担
額
と
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

実
質
負
担
額
は
、
設
計
・

工
事
・
監
理
を
含
め
予
定
総
額
は
、
小
学
校

3
校
、
中
学
校
1
校
で
2
5
1,
6
9
9
千
円
。

国
の
補
助
金
で
あ
る
臨
時
特
例
交
付
金
が

4
2,
6
2
4
千
円
。
起
債
の
ほ
か
一
般
財
源

と
し
て
約
1
1
2,
0
0
0
千
円
を
予
定
し
て

い
る
。
工
事
工
程
は
、
竜
北
中
学
校
の
実
施

設
計
は
完
了
し
、
工
事
入
札
を
4
月
に
、
工

期
は
6
ヶ
月
程
度
を
予
定
。
小
学
校
3
校
の

工
事
入
札
を
6
月
に
予
定
、
3
校
の
工
期
も

6
ヶ
月
程
度
を
予
定
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）

と
は
、
ど
の
様
な
教
育
支
援
の
組
織
か
。

　
　
　
　
　
　
　

文
科
省
は
子
供
達
が
、
厳

し
い
時
代
に
「
生
き
抜
く
力
」
の
育
成
を
目

指
し
て
平
成
17
年
度
よ
り
Ｃ
Ｓ
を
制
度
化
し

た
。Ｃ
Ｓ
と
は
、
地
域
で
学
校
を
支
え
る
「
学

校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
す
る
学
校
の
事
。

教
職
員
と
Ｃ
Ｓ
委
員
と
で
学
校
の
課
題
等
を

共
有
し
、
一
体
と
な
り
「
地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
制
度
で
あ
る
。

　
　
　
「
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
」
は
具

体
的
に
ど
の
様
な
取
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

5
つ
の
小
中
学
校
で
は
、

教
育
課
題
等
の
解
決
を
目
指
し
学
校
と
地
域

住
民
が
連
携
・
協
働
し
教
育
活
動
を
進
め
て

い
る
。
5
校
と
も
特
色
あ
る
Ｃ
Ｓ
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
西
部
小
学
校
で
は
、

保
護
者
の
家
庭
教
育
の
支
援
を
目
的
に
「
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」や「
土
曜
授
業
」等
を
通
し
、

地
域
の
良
さ
を
学
び
、
子
育
て
に
つ
い
て
Ｃ

Ｓ
委
員
が
指
導
者
と
な
り
開
催
し
、
若
い
保

護
者
の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

不
審
者
対
策
と
し
て
、
地
域
と
学
校
が
一
体

と
な
り
、登
下
校
の
見
守
り
が
始
ま
っ
た
。「
地

域
の
子
供
は
地
域
で
育
て
る
」
支
援
体
制
が

築
か
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
毎

週
月
曜
日
に
地
域
で
、
朝
自
習
で
学
習
し
た

こ
と
の
「
丸
付
」
を
し
、
子
供
達
の
学
力
基

礎
づ
く
り
の
学
習
支
援
が
取
組
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　

Ｃ
Ｓ
の
取
組
に
よ
り
ど
の
様
な
成
果

が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

学
校
の
活
性
化
や
子
供
達

の
地
域
理
解
な
ど
数
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
。
特
徴
的
な
点
を
あ
げ
る
と
、
一
つ

に
は
、
教
職
員
と
Ｃ
Ｓ
委
員
や
地
域
の
方
と

連
携
・
協
働
が
進
み
子
供
達
へ
の
支
援
活
動

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
学
校
の
敷
居

が
低
く
な
っ
た
。
次
に
、
子
供
達
の
地
域
行

事
へ
の
参
加
が
全
国
平
均
の
倍
を
超
え
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
体
験
や
交
流
が
子

供
達
の
地
域
理
解
や
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
に

繋
が
る
と
確
信
す
る
。
三
点
目
は
、
学
校
だ

け
で
担
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
登
下
校
等

の
子
供
の
命
を
見
守
る
支
援
体
制
が
整
え
ら

れ
、
不
審
者
等
へ
の
大
き
な
抑
止
力
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

地
域
住
民
の
代
表
の
Ｃ
Ｓ
委

員
が
学
校
運
営
に
参
画
を
し
、
地
域
の
思
い

や
考
え
を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、

画
期
的
な
制
度
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
地
域

の
子
供
は
地
域
で
育
て
る
」
町
全
体
、
地
域

総
ぐ
る
み
で
氷
川
っ
子
を
育
て
る
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
教
育
の
根
幹
に
Ｃ
Ｓ

の
活
動
を
位
置
づ
け
、「
地
域
と
共
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」
を
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

長尾　憲二郎
議員

竜北中学校区CSの取組み（サマー竜学）

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

太
田
教
育
長

学
校
教
育
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

一般質問

が
こ
そ

　

い
た
き
聞

一般質問
5 議員
立つ
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議
員　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
平
均
寿
命
は

男
性
が
81
歳
、
女
性
が
87
歳
で
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
4
人
に
1
人
と
な
り
、

2
0
4
0
年
に
は
、
3
人
に
1
人
の
割
合
に

な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
だ
れ
し
も
が
、
他

人
に
迷
惑
を
掛
け
ず
に
健
康
で
自
立
し
た
生

活
を
望
ん
で
い
る
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
際
の
要
介
護
認
定
の
申
請
の

流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

介
護
認
定
の
流
れ
は
、
新
規
、

更
新
、
区
分
変
更
の
申
請
が
あ
っ
た
ら
、
ま

ず
訪
問
調
査
員
に
よ
る
調
査
と
主
治
医
に
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
訪
問

調
査
員
と
な
っ
た
も
の
は
、
県
が
実
施
す
る

全
国
共
通
の
研
修
を
受
け
た
あ
と
に
調
査
員

業
務
を
行
う
。

　

訪
問
調
査
は
、
調
査
員
が
74
項
目
の
基
本

調
査
項
目
の
ほ
か
、
申
請
に
至
っ
た
経
緯
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
家
族
構
成
、
居
住

環
境
、
日
常
的
に
使
用
す
る
福
祉
用
具
の
有
無
、

今
後
の
生
活
に
関
す
る
検
討
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
取
り
を
行
う
。
本
人
や
家
族
か
ら
の
聞

き
取
り
の
み
で
は
情
報
が
不
足
す
る
場
合
は
、

利
用
し
て
い
る
事
業
所
の
担
当
者
や
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
で
必

要
な
情
報
を
聞
き
取
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

訪
問
調
査
票
と
主
治
医
意
見
書
が
そ
ろ
っ
た

ら
認
定
審
査
に
進
む
。

　

介
護
認
定
審
査
は
、
一
次
判
定
と
二
次
判

定
に
分
か
れ
、
一
次
判
定
で
は
、
訪
問
調
査

に
よ
る
74
項
目
の
基
本
調
査
結
果
及
び
主
治

医
意
見
書
の
記
載
内
容
を
も
と
に
、
厚
生
労

働
省
の
作
成
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
り
、

要
介
護
度
、
要
介
護
認
定
等
基
準
時
間
、
状

態
維
持
・
改
善
の
可
能
性
等
を
数
値
化
し
評

価
す
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
対
象
者

が
現
在
ど
の
程
度
の
介
護
を
要
す
る
状
態
な

の
か
を
全
国
共
通
の
基
準
の
も
と
に
評
価
す

る
こ
と
か
ら
、
一
次
判
定
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

判
定
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

二
次
判
定
は
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
の
専

門
家
を
委
員
と
す
る
介
護
認
定
審
査
会
に
よ

り
行
わ
れ
る
。
一
次
判
定
結
果
、
訪
問
調
査

特
記
事
項
、
主
治
医
意
見
書
の
3
つ
の
資
料

を
審
査
後
、
介
護
の
必
要
性
を
判
断
す
る
。

こ
こ
で
は
、
一
次
判
定
で
は
評
価
で
き
な
か
っ

た
生
活
環
境
や
疾
患
等
に
よ
る
対
象
者
個
有

の
介
護
の
手
間
や
、
全
国
共
通
の
基
準
で
は

判
断
で
き
な
い
特
殊
な
問
題
行
動
等
に
つ
い

て
の
評
価
を
行
う
。

　

要
介
護
度
は
、
要
支
援
1
・
2
、
要
介
護

1
か
ら
要
介
護
5
ま
で
あ
り
、
介
護
が
よ
り

必
要
な
方
が
要
介
護
5
で
あ
る
。
要
介
護
１

か
ら
要
介
護
５
ま
で
と
認
定
の
方
は
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
か
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
ど
ち
ら
か

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
、
要
支
援
１
、

要
支
援
２
と
認
定
さ
れ
た
方
は
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
。

　

要
介
護
度
に
よ
り
1
カ
月
間
の
利
用
限
度

額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
要
支
援
１
は
５

万
30
円
、
要
支
援
2
は
10
万
４,
７
３
０
円
、

要
介
護
１
は
16
万
６,
９
２
０
円
、
要
介
護
５

は
36
万
6
5
0
円
で
あ
る
。

　
　
　

氷
川
町
に
も
介
護
施
設
の
事
業
所
が

増
え
て
い
る
が
、
各
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、

利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

従
業
員
の
雇
用
状
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規

模
多
機
能
施
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
竜
北
地
区
11
事
業
所
、

宮
原
地
区
10
事
業
所
の
合
計
21
事
業
所
が
あ

り
、
居
宅
介
護
支
援
や
訪
問
介
護
、
訪
問
入

浴
介
護
、
通
所
介
護
、
地
域
密
着
型
通
所
介

護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
る
。

各
事
業
所
の
勤
務
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
な

い
た
め
、
雇
用
人
数
は
不
明
で
あ
る
。

Ｑ：介護保険サービスの要介護認定申請の流れは
　　どうなっているのか
Ａ：訪問調査票と主治医意見書をそろえ認定審査に進む。
　　介護認定審査は、一次判定と二次判定に分かれる三浦　賢治

議員

介護予防教室

議
員

議
員

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

一般質問
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Ｑ：応募を停止している公営住宅は空き家が目立ち廃墟化し、
　　また周辺の環境悪化も著しい。今後の計画は。

Ａ：耐用年数超過の木造住宅については、順次計画的に解体を
　　進めたい。老朽化した公営住宅を解体し、町有地を民間への
　　宅地分譲を基本として検討する。

　
　
　

昭
和
26
年
、
27
年
に
建
設
さ
れ
た
常

葉
団
地
や
、
昭
和
39
年
の
木
造
建
築
、
昭
和

47
年
の
準
耐
火
構
造
平
屋
建
て
の
久
保
団
地
、

昭
和
41
年
建
築
の
吉
本
団
地
な
ど
、
多
く
の

公
営
住
宅
の
経
過
年
数
は
す
で
に
50
年
を
越

し
て
い
る
。

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
で
定
め
る
構
造
別
耐

用
年
数
で
は
、
公
営
住
宅
の
全
体
の
半
数
以

上
が
耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
。
そ
こ
で

町
は
、
こ
の
耐
用
年
数
を
相
当
超
過
し
て
い

る
公
営
住
宅
で
は
、
入
居
応
募
を
行
っ
て
い

な
い
た
め
に
、
吉
本
団
地
、
久
保
団
地
、
常

葉
団
地
で
空
き
家
が
目
立
ち
は
じ
め
て
い
る
。

環
境
や
防
犯
上
の
観
点
か
ら
、
対
策
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
そ
の
計
画
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

8
団
地
1
9
3
戸
を
公

営
住
宅
法
に
よ
り
整
備
管
理
し
て
い
る
。
現

在
、
野
口
団
地
、
常
葉
団
地
、
久
保
団
地
、

吉
本
団
地
等
は
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
お
り
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
お
い
て
空
き

家
の
方
針
と
し
て
い
る
た
め
、
募
集
を
停
止

し
て
い
る
。

　

募
集
停
止
の
5
団
地
の
管
理
戸
数
と
入
居

状
況
は
、
昭
和
26
年
か
ら
昭
和
47
年
に
建
設

し
た
木
造
住
宅
、
簡
易
準
耐
火
構
造
平
屋
建

て
住
宅
が
40
棟
1
2
6
戸
で
、
入
居
は
79
戸
、

空
き
室
47
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
予
算
の
解
体
工
事
費
で
、
常
葉
団

地
2
棟
3
戸
、
久
保
団
地
3
棟
6
戸
、
引
揚

者
住
宅
1
棟
2
戸
を
計
上
し
て
い
る
。
次
年

度
以
降
も
久
保
団
地
、
常
葉
団
地
の
木
造
住

宅
の
入
居
者
に
住
み
替
え
を
促
し
、
順
次
計

画
的
に
解
体
を
進
め
た
い
。

　
　
　

空
き
家
の
敷
地
周
辺
も
環
境
悪
化
が

著
し
い
。
定
期
的
な
除
草
作
業
を
行
え
な
い

か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

共
益
費
を
徴
収
し
て
い

る
野
津
団
地
、
若
葉
団
地
、
有
佐
駅
前
団
地

の
3
団
地
は
、
団
地
外
周
り
の
清
掃
、
樹
木

の
害
虫
防
除
、
剪
定
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

　

久
保
団
地
、
常
葉
団
地
、
野
口
団
地
、
吉

本
団
地
の
空
き
家
周
り
は
、
不
定
期
だ
が
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
職
員
に
よ
り
除

草
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

　

今
後
も
、
現
地
確
認
を
行
い
定
期
的
な
管

理
を
行
う
。
ま
た
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に

「
町
営
住
宅
だ
よ
り
」
を
配
布
し
、
住
宅
環

境
の
美
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

日
本
全
国
で
空
き
家
が
年
々
相
当
で

は
じ
め
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
建
築
数

は
落
ち
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
若

い
夫
婦
は
、
庭
は
特
に
必
要
と
せ
ず
、
住
居

と
駐
車
場
の
70
坪
か
ら
80
坪
の
土
地
を
求
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
望
む
住
宅
建
築
用
の
土
地
は
、
接

道
が
よ
く
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
そ
う
お
金
が

か
か
ら
な
い
土
地
で
あ
る
。

　

こ
の
公
営
住
宅
の
空
き
家
解
体
後
の
敷
地

は
、
上
下
水
道
は
整
備
さ
れ
、
程
よ
い
面
積
で

あ
る
た
め
に
求
め
る
人
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

解
体
後
の
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
町
は
、
分
譲

住
宅
地
と
し
て
求
め
る
住
民
に
譲
渡
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
次
氷
川
町
総
合
振

興
計
画
で
、
住
ま
い
の
確
保
事
業
を
掲
げ
、

公
営
住
宅
を
活
用
し
、
若
い
世
代
や
子
育
て

世
代
並
び
に
移
住
希
望
者
な
ど
を
受
け
入
れ

る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
氷
川

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
は
、
平
成
27
年
か
ら
平
成
31
年
度
の
基
本

目
標
で
、
住
宅
整
備
・
利
活
用
の
促
進
を
具

体
的
な
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
老

朽
化
し
た
公
営
住
宅
を
解
体
・
廃
止
し
、
町

有
地
を
民
間
に
払
い
下
げ
、
住
宅
建
設
を
促

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
、
老
朽
化

し
た
町
営
住
宅
の
解
体
を
行
い
、
今
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
宅
地
分
譲
を
基
本
と
し
て

検
討
す
る
。

　
　
　

町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
た
の
は
平
成
25
年
で
あ
る
。
そ
の
前
は
、

建
設
入
居
後
、
軽
微
な
補
修
を
続
け
て
き
て

今
に
至
っ
て
い
る
。
早
め
に
補
修
を
し
な
が

ら
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。
耐
用
年

数
を
過
ぎ
て
い
る
住
宅
は
、
解
体
後
に
活
用

方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
こ
に
ま
た
新

た
な
町
営
住
宅
を
造
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

今
後
の
経
費
負
担
を
考
え
る
と
ど
う
か
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
宅
地
分
譲
で
い
く
の
か
、

新
し
い
施
設
を
誘
致
す
る
か
は
、
考
え
て

し
っ
か
り
活
用
し
て
い
き
た
い
。

西尾　正剛
議員

空き家が目立つ久保団地

議
員

議
員

議
員

建
設
下
水
道
課
長

建
設
下
水
道
課
長

建
設
下
水
道
課
長

一般質問
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子
育
て
支
援
策
・
制
度
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策
・
制
度
が
あ
り
、

ど
う
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ

ん
出
産
祝
金
制
度
が
あ
る
。
第
1
子
か
ら

第
３
子
ま
で
10
万
円
、
第
4
子
は
3
年
間

に
わ
た
っ
て
10
万
円
ず
つ
、
第
5
子
以
降

に
つ
い
て
は
5
年
間
に
わ
た
り
10
万
円
ず

つ
支
給
し
て
い
る
。
初
年
度
の
平
成
27
年

度
が
63
名
、
28
年
度
が
62
名
、
29
年
度
は

58
名
、
30
年
度
は
途
中
だ
が
62
名
支
給
し

て
い
る
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
は
、
町
内

3
小
学
校
全
て
に
設
置
さ
れ
、
保
護
者
会

に
委
託
し
、
利
用
者
は
、
竜
北
西
部
小
が

50
名
を
超
え
、
竜
北
東
小
と
宮
原
小
は
40

名
弱
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
子
世
帯
子
育
て
支
援
事
業
は
、
氷
川

町
独
自
に
よ
り
、
保
育
料
の
第
3
子
以
降

を
完
全
無
償
化
し
て
い
る
。

　

一
時
預
か
り
保
育
事
業
は
、
町
内
の
私

立
保
育
園
5
園
で
未
就
園
児
に
対
し
て
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
保
護
者
の
病

気
な
ど
家
庭
で
養
育
不
可
能
な
時
に
八
代

ナ
ザ
レ
園
や
、
八
代
乳
児
院
な
ど
に
入
所

さ
せ
る
事
業
を
平
成
30
年
7
月
か
ら
始
め

て
い
る
。
ま
た
、
本
年
4
月
か
ら
八
代
北

部
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
で
病
児
・
病
後
児

保
育
を
開
始
す
る
。

　
　
　
　
　
　

児
童
医
療
助
成
事
業
で
医

療
費
の
助
成
を
し
て
い
る
。
今
年
の
4
月

か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
に
拡
大
す
る
。
受

給
者
証
を
発
行
し
、
提
示
す
れ
ば
受
給
で

き
る
。

　

こ
の
他
に
、
産
前
産
後
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
が
あ
り
、
対
象
者
に
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
4
カ
月
、
7
カ
月
、
1
歳
半
、

３
歳
を
対
象
に
し
て
乳
幼
児
健
診
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　
　

大
変
充
実
し
た
諸
策
が
あ
る
が
、

ど
ん
な
に
充
実
を
し
て
も
、
使
い
や
す
い

か
、
特
に
最
近
共
働
き
が
多
い
た
め
、
有

効
か
ど
う
か
意
見
の
聞
き
取
り
を
お
願
い

す
る
。

す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
出
産
祝
金
実
績
額
は

い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
　

27
年
度
6
5
0
万
円
ほ
ど
、

28
年
度
が
7
9
2
万
円
、
29
年
度
が

7
5
2
万
円
、
30
年
度
が
7
5
0
万
円
の

実
績
で
あ
る
。

　
　
　

諸
策
が
有
効
活
用
さ
れ
、
周
知
さ

れ
る
と
転
入
策
・
定
住
促
進
策
に
つ
な
が

る
と
確
信
す
る
。
利
用
さ
れ
る
方
々
の
お

話
を
聞
き
、
更
な
る
利
用
の
し
や
す
さ
を

展
開
願
い
た
い
。

　
　
　

こ
の
地
域
に
住
み
着
い
て
子
育
て

を
し
て
い
く
。
そ
の
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
は
、
行
政
の
大
切
な
仕
事
で
あ
る
。
町

民
の
声
を
聞
き
、
必
要
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ：子育て支援にはどう取り組まれているのか
Ａ：すこやか赤ちゃん出産祝金制度など充実した
　　諸制度により子育て世代の環境整備を図っている。

　
　
　

昭
和
26
年
、
27
年
に
建
設
さ
れ
た
常

葉
団
地
や
、
昭
和
39
年
の
木
造
建
築
、
昭
和

47
年
の
準
耐
火
構
造
平
屋
建
て
の
久
保
団
地
、

昭
和
41
年
建
築
の
吉
本
団
地
な
ど
、
多
く
の

公
営
住
宅
の
経
過
年
数
は
す
で
に
50
年
を
越

し
て
い
る
。

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
で
定
め
る
構
造
別
耐

用
年
数
で
は
、
公
営
住
宅
の
全
体
の
半
数
以

上
が
耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
。
そ
こ
で

町
は
、
こ
の
耐
用
年
数
を
相
当
超
過
し
て
い

る
公
営
住
宅
で
は
、
入
居
応
募
を
行
っ
て
い

な
い
た
め
に
、
吉
本
団
地
、
久
保
団
地
、
常

葉
団
地
で
空
き
家
が
目
立
ち
は
じ
め
て
い
る
。

環
境
や
防
犯
上
の
観
点
か
ら
、
対
策
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
そ
の
計
画
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

8
団
地
1
9
3
戸
を
公

営
住
宅
法
に
よ
り
整
備
管
理
し
て
い
る
。
現

在
、
野
口
団
地
、
常
葉
団
地
、
久
保
団
地
、

吉
本
団
地
等
は
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
お
り
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
お
い
て
空
き

家
の
方
針
と
し
て
い
る
た
め
、
募
集
を
停
止

し
て
い
る
。

　

募
集
停
止
の
5
団
地
の
管
理
戸
数
と
入
居

状
況
は
、
昭
和
26
年
か
ら
昭
和
47
年
に
建
設

し
た
木
造
住
宅
、
簡
易
準
耐
火
構
造
平
屋
建

て
住
宅
が
40
棟
1
2
6
戸
で
、
入
居
は
79
戸
、

空
き
室
47
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
予
算
の
解
体
工
事
費
で
、
常
葉
団

地
2
棟
3
戸
、
久
保
団
地
3
棟
6
戸
、
引
揚

者
住
宅
1
棟
2
戸
を
計
上
し
て
い
る
。
次
年

度
以
降
も
久
保
団
地
、
常
葉
団
地
の
木
造
住

宅
の
入
居
者
に
住
み
替
え
を
促
し
、
順
次
計

画
的
に
解
体
を
進
め
た
い
。

　
　
　

空
き
家
の
敷
地
周
辺
も
環
境
悪
化
が

著
し
い
。
定
期
的
な
除
草
作
業
を
行
え
な
い

か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

共
益
費
を
徴
収
し
て
い

る
野
津
団
地
、
若
葉
団
地
、
有
佐
駅
前
団
地

の
3
団
地
は
、
団
地
外
周
り
の
清
掃
、
樹
木

の
害
虫
防
除
、
剪
定
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

　

久
保
団
地
、
常
葉
団
地
、
野
口
団
地
、
吉

本
団
地
の
空
き
家
周
り
は
、
不
定
期
だ
が
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
職
員
に
よ
り
除

草
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

　

今
後
も
、
現
地
確
認
を
行
い
定
期
的
な
管

理
を
行
う
。
ま
た
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に

「
町
営
住
宅
だ
よ
り
」
を
配
布
し
、
住
宅
環

境
の
美
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

日
本
全
国
で
空
き
家
が
年
々
相
当
で

は
じ
め
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
建
築
数

は
落
ち
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
若

い
夫
婦
は
、
庭
は
特
に
必
要
と
せ
ず
、
住
居

と
駐
車
場
の
70
坪
か
ら
80
坪
の
土
地
を
求
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
望
む
住
宅
建
築
用
の
土
地
は
、
接

道
が
よ
く
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
そ
う
お
金
が

か
か
ら
な
い
土
地
で
あ
る
。

　

こ
の
公
営
住
宅
の
空
き
家
解
体
後
の
敷
地

は
、
上
下
水
道
は
整
備
さ
れ
、
程
よ
い
面
積
で

あ
る
た
め
に
求
め
る
人
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

解
体
後
の
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
町
は
、
分
譲

住
宅
地
と
し
て
求
め
る
住
民
に
譲
渡
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
次
氷
川
町
総
合
振

興
計
画
で
、
住
ま
い
の
確
保
事
業
を
掲
げ
、

公
営
住
宅
を
活
用
し
、
若
い
世
代
や
子
育
て

世
代
並
び
に
移
住
希
望
者
な
ど
を
受
け
入
れ

る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
氷
川

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
は
、
平
成
27
年
か
ら
平
成
31
年
度
の
基
本

目
標
で
、
住
宅
整
備
・
利
活
用
の
促
進
を
具

体
的
な
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
老

朽
化
し
た
公
営
住
宅
を
解
体
・
廃
止
し
、
町

有
地
を
民
間
に
払
い
下
げ
、
住
宅
建
設
を
促

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
、
老
朽
化

し
た
町
営
住
宅
の
解
体
を
行
い
、
今
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
宅
地
分
譲
を
基
本
と
し
て

検
討
す
る
。

　
　
　

町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
た
の
は
平
成
25
年
で
あ
る
。
そ
の
前
は
、

建
設
入
居
後
、
軽
微
な
補
修
を
続
け
て
き
て

今
に
至
っ
て
い
る
。
早
め
に
補
修
を
し
な
が

ら
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。
耐
用
年

数
を
過
ぎ
て
い
る
住
宅
は
、
解
体
後
に
活
用

方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
こ
に
ま
た
新

た
な
町
営
住
宅
を
造
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

今
後
の
経
費
負
担
を
考
え
る
と
ど
う
か
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
宅
地
分
譲
で
い
く
の
か
、

新
し
い
施
設
を
誘
致
す
る
か
は
、
考
え
て

し
っ
か
り
活
用
し
て
い
き
た
い
。

河口　涼一
議員

常葉団地内募集停止の空家

議
員

議
員

議
員

町
民
環
境
課
長

町
民
環
境
課
長

健
康
福
祉
課
長

町
長

町
長

一般質問
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県
営
竜
北
地
区
湛
水
防
除
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
の

程
度
か
？

八
間
川
下
流
の
調
整
池
遊
水
池
の
浚
渫
事
業
の
計
画

は
あ
る
か
？

　
　
　

以
前
、
氷
川
警
察
署
跡
地
活
用
と
し

て
住
宅
建
設
の
一
般
質
問
を
し
た
。
そ
の
後

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

平
成
30
年
2
月
に
定
住
人
口
増

加
の
た
め
住
宅
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

氷
川
警
察
署
跡
地
を
有
効
利
用
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
旨
の
要
望
書
を
作
成
し
県
と
協
議
し

た
。
そ
の
後
、
昨
年
9
月
に
県
文
化
課
か
ら
、

今
の
文
化
財
保
管
場
所
を
、
平
成
32
年
3
月

末
で
終
了
す
る
旨
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。

　

警
察
官
舎
を
含
め
た
住
宅
の
提
案
を
い
た

だ
い
た
が
、
住
宅
政
策
の
た
め
に
活
用
し
た

い
と
い
う
考
え
は
一
貫
し
て
い
る
。
具
体
的

方
法
は
、
既
存
の
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

を
踏
ま
え
、
人
口
増
加
対
策
の
た
め
町
内
住

宅
事
情
を
考
え
て
、
宅
地
分
譲
や
民
間
資
本

を
活
用
し
た
公
営
賃
貸
住
宅
の
建
設
な
ど
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

総
務
課
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
、
町

長
も
考
え
は
一
緒
だ
と
解
釈
を
し
て
も
よ
い

か
。

　
　
　

氷
川
警
察
署
跡
地
の
活
用
は
、
一
般

質
問
を
受
け
そ
う
い
う
方
向
性
を
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
県
に
要
望
書
を
提
出
し
て
確
認

は
と
れ
て
い
る
。
こ
の
1
年
間
で
、
そ
の
後

の
活
用
を
考
え
る
。

　

住
宅
政
策
に
は
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
手

法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
が
単
独
で
住
宅
建
設
を
す
る
の
は

難
し
い
面
も
あ
る
。
例
え
ば
、
長
洲
町
で
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

色
々
な
方
式
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

当
初
6
年
計
画
で
平
成
27
年
度
に
着

手
し
て
い
る
が
、
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
れ

く
ら
い
な
の
か
、

　

当
初
予
定
よ
り
遅
延
し
て
い
る
。
県
と
ど

の
よ
う
な
協
議
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

遅
延
し
て
い
る
。
排
水
機

場
の
建
設
予
定
地
で
地
元
の
合
意
に
時
間
が

要
し
た
こ
と
。
水
路
の
矢
板
の
状
況
が
予
想

以
上
に
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
。
梅
雨
時
期
に

は
事
業
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、
遅
延

し
た
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

近
年
、
短
時
間
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
集

中
し
、
田
畑
、
道
路
、
住
家
に
対
し
て
の
浸

水
被
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
特
に
田

畑
は
、
冠
水
状
態
に
よ
り
、
施
設
園
芸
、
露

地
野
菜
等
の
農
産
物
に
大
変
な
支
障
を
来
し

て
い
る
。
事
業
主
体
の
県
と
氷
川
町
の
担
当

課
が
さ
ら
に
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ
と
を
再

度
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。
氷
川
町
に
と
っ

て
農
業
政
策
が
い
か
に
重
要
か
と
い
う
こ
と

を
担
当
課
長
と
し
て
し
っ
か
り
事
業
の
早
期

推
進
に
専
念
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

議
員
か
ら
の
指
摘
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
県
と
の
情
報
共
有
を
密
に
し

な
が
ら
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

こ
の
件
は
、
副
町
長
が
先
頭
を
切
っ

て
県
と
の
交
渉
役
を
す
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　

排
水
機
場
の
整
備
等
は
、
2
年
前
、

排
水
機
場
の
用
地
等
の
選
定
に
、
私
も
協
議

に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
る
。
大
変
重
要
な
事

業
で
あ
り
、
一
緒
に
な
っ
て
湛
水
防
除
事
業

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　　
　
　

調
整
池
が
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
防
災

面
か
ら
機
能
し
て
い
な
い
。
浚
渫
の
事
業
計

画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

通
称
「
ひ
ろ
ぎ
」
と
呼

ば
れ
る
2
級
河
川
八
間
川
の
下
流
で
あ
る
が
、

新
幹
線
高
架
の
上
下
流
部
で
土
砂
堆
積
が
見

ら
れ
る
。
県
に
平
成
21
年
度
か
ら
継
続
し
て

河
川
堆
積
土
砂
除
去
を
要
望
し
て
い
る
。
平

成
24
年
度
に
河
川
堆
積
土
砂
の
調
査
が
実
施

さ
れ
た
が
、
新
幹
線
高
架
の
上
下
流
部
分
に

数
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
堆
積
が
あ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
河
川
堆
積
土
砂
除
去
を
、
浚

渫
方
法
及
び
土
捨
場
な
ど
の
検
討
が
必
要
と

県
か
ら
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
、
事
業
実
施

に
向
け
、
土
捨
場
等
の
問
題
を
含
め
て
、
県

と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

浚
渫
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
る

努
力
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
県
と

協
議
を
進
め
、
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ：旧氷川警察署の跡地活用の住宅建設は
　　どうなったか
Ａ：宅地分譲や民間資本による公営賃貸住宅
　　の建設など検討していきたい。米村　洋

議員

旧警察署跡地

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

副
町
長

総
務
課
長

農
地
整
備
課
長

農
地
整
備
課
長

建
設
下
水
道
課
長

一般質問
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2019年1月16日　　　　議員12名と事務局長、計13名
　鹿児島県阿久根市のいかくら（猪鹿倉）ジビエ加工施設
を研修

目的
①鳥獣害から阿久根の特産「ボンタン」園と、農業を守る
②捕獲獣は里山の恵み
③ジビエの普及：地産地消を目指し、ジビエを食する人
　を増やすために料理講習会等を行っている

一般社団法人いかくら阿久根～今日までの取組んだ実績～
①鳥獣被害に悩む農業者と食肉流通センター処理施設と
の効果的な連携体制を構築し、ジビエに適したわな猟
による鳥獣の捕獲と良質な食肉の供給を積極的に推進。
銃からわな猟の免許の取得を働きかけ、26年来 26人、
27年 12月 47人（わな猟免許保有者数）。
②食肉施設との緊密な連絡体制の整備で捕獲された鳥獣
が短時間で搬入、処理された。
③食品衛生責任者の資格取得 27年 12月 18人。

イノシカ肉流通対策事業
①猟銃期間内において、会員から「いかくら阿久根」に持ち込
まれた市内で捕獲したイノシシ又はシカの捕獲経費

　　1 頭につき 6,000 円

②会員から「いかくら阿久根」に持ち込まれた市内で捕獲した
イノシシ又はシカの解体作業に係る経費（ただし、体重 10 ㎏
未満のものを除く。）

　　1 頭につき 20,000 円　　　別に処理費　2,000 円

平成 25年 6月 20日竣工
事業費　　約　3,000 万円
施設面積　　　128㎡
処理能力　　　猪、鹿、穴熊　年間　3,600 頭
食品衛生責任者　　19名
施設所有者　　　一般社団法人いかくら阿久根

　
　
　

以
前
、
氷
川
警
察
署
跡
地
活
用
と
し

て
住
宅
建
設
の
一
般
質
問
を
し
た
。
そ
の
後

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

平
成
30
年
2
月
に
定
住
人
口
増

加
の
た
め
住
宅
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

氷
川
警
察
署
跡
地
を
有
効
利
用
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
旨
の
要
望
書
を
作
成
し
県
と
協
議
し

た
。
そ
の
後
、
昨
年
9
月
に
県
文
化
課
か
ら
、

今
の
文
化
財
保
管
場
所
を
、
平
成
32
年
3
月

末
で
終
了
す
る
旨
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。

　

警
察
官
舎
を
含
め
た
住
宅
の
提
案
を
い
た

だ
い
た
が
、
住
宅
政
策
の
た
め
に
活
用
し
た

い
と
い
う
考
え
は
一
貫
し
て
い
る
。
具
体
的

方
法
は
、
既
存
の
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

を
踏
ま
え
、
人
口
増
加
対
策
の
た
め
町
内
住

宅
事
情
を
考
え
て
、
宅
地
分
譲
や
民
間
資
本

を
活
用
し
た
公
営
賃
貸
住
宅
の
建
設
な
ど
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

総
務
課
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
、
町

長
も
考
え
は
一
緒
だ
と
解
釈
を
し
て
も
よ
い

か
。

　
　
　

氷
川
警
察
署
跡
地
の
活
用
は
、
一
般

質
問
を
受
け
そ
う
い
う
方
向
性
を
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
県
に
要
望
書
を
提
出
し
て
確
認

は
と
れ
て
い
る
。
こ
の
1
年
間
で
、
そ
の
後

の
活
用
を
考
え
る
。

　

住
宅
政
策
に
は
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
手

法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
が
単
独
で
住
宅
建
設
を
す
る
の
は

難
し
い
面
も
あ
る
。
例
え
ば
、
長
洲
町
で
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

色
々
な
方
式
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

当
初
6
年
計
画
で
平
成
27
年
度
に
着

手
し
て
い
る
が
、
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
れ

く
ら
い
な
の
か
、

　

当
初
予
定
よ
り
遅
延
し
て
い
る
。
県
と
ど

の
よ
う
な
協
議
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

遅
延
し
て
い
る
。
排
水
機

場
の
建
設
予
定
地
で
地
元
の
合
意
に
時
間
が

要
し
た
こ
と
。
水
路
の
矢
板
の
状
況
が
予
想

以
上
に
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
。
梅
雨
時
期
に

は
事
業
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、
遅
延

し
た
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

近
年
、
短
時
間
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
集

中
し
、
田
畑
、
道
路
、
住
家
に
対
し
て
の
浸

水
被
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
特
に
田

畑
は
、
冠
水
状
態
に
よ
り
、
施
設
園
芸
、
露

地
野
菜
等
の
農
産
物
に
大
変
な
支
障
を
来
し

て
い
る
。
事
業
主
体
の
県
と
氷
川
町
の
担
当

課
が
さ
ら
に
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ
と
を
再

度
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。
氷
川
町
に
と
っ

て
農
業
政
策
が
い
か
に
重
要
か
と
い
う
こ
と

を
担
当
課
長
と
し
て
し
っ
か
り
事
業
の
早
期

推
進
に
専
念
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

議
員
か
ら
の
指
摘
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
県
と
の
情
報
共
有
を
密
に
し

な
が
ら
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

こ
の
件
は
、
副
町
長
が
先
頭
を
切
っ

て
県
と
の
交
渉
役
を
す
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　

排
水
機
場
の
整
備
等
は
、
2
年
前
、

排
水
機
場
の
用
地
等
の
選
定
に
、
私
も
協
議

に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
る
。
大
変
重
要
な
事

業
で
あ
り
、
一
緒
に
な
っ
て
湛
水
防
除
事
業

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　　
　
　

調
整
池
が
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
防
災

面
か
ら
機
能
し
て
い
な
い
。
浚
渫
の
事
業
計

画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

通
称
「
ひ
ろ
ぎ
」
と
呼

ば
れ
る
2
級
河
川
八
間
川
の
下
流
で
あ
る
が
、

新
幹
線
高
架
の
上
下
流
部
で
土
砂
堆
積
が
見

ら
れ
る
。
県
に
平
成
21
年
度
か
ら
継
続
し
て

河
川
堆
積
土
砂
除
去
を
要
望
し
て
い
る
。
平

成
24
年
度
に
河
川
堆
積
土
砂
の
調
査
が
実
施

さ
れ
た
が
、
新
幹
線
高
架
の
上
下
流
部
分
に

数
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
堆
積
が
あ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
河
川
堆
積
土
砂
除
去
を
、
浚

渫
方
法
及
び
土
捨
場
な
ど
の
検
討
が
必
要
と

県
か
ら
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
、
事
業
実
施

に
向
け
、
土
捨
場
等
の
問
題
を
含
め
て
、
県

と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

浚
渫
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
る

努
力
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
県
と

協
議
を
進
め
、
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

委員長　　木下　厚

氷川排水機場

「いかくら阿久根」ジビエ加工施設

町
長

一般質問

第2回　鳥獣駆除調査特別委員会報告
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の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

勤
勉
手
当
の
算
定
の
方
法

は
ど
う
さ
れ
て
い
る
か
。
人
事
考
課
は

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

支
給
率
は
条
例
に
沿
っ
て

行
い
、
人
事
評
価
に
つ
い
て
は
実
施
し

て
い
る
が
、
制
度
の
習
熟
度
が
整
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
反
映
し
て
い
な
い
。

議
案
第
15
号

平
成
30
年
度
氷
川
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）
に
つ
い

て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
報

酬
は
す
べ
て
未
執
行
に
よ
る
減
額
か

10
月
か
ら
2
名
の
募

集
を
行
っ
て
い
た
が
応
募
が
な
か
っ
た

た
め
減
額
と
し
た
。
報
酬
等
も
交
付
税

に
合
わ
せ
た
設
定
を
し
て
い
る
が
今
後

は
、
他
市
町
村
も
参
考
に
し
た
う
え
で

子
育
て
支
援
等
の
充
実
な
ど
町
の
P
R

も
併
わ
せ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

議
案
20
号

平
成
31
年
度
氷
川
町
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て

町
税
の
未
申
告
者
と
滞
納

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
か未

申
告
者
に
つ
い
て
は
、

調
査
を
行
い
、
今
年
度
は
3
回
、
対
象

当
委
員
会
で
の
付
託
案
件
は
条
例
6

件
、
予
算
2
件
。

当
委
員
会
は
、
3
月
12
日
役
場
大
会

議
室
で
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
求
め

な
が
ら
審
査
を
行
っ
た
。

付
託
案
件
は
採
決
の
結
果
全
員
賛
成

及
び
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。
主
な
質
疑
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
案
第
5
号

氷
川
町
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

特
別
職
の
報
酬
等
の
引
き

上
げ
に
関
し
て
、
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
が
開
か
れ
た
と
思
う
が
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。審

議
会
を
2
月
に
開
催
し

た
。
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
以
来
、ず
っ

と
据
え
置
い
た
ま
ま
で
上
げ
た
ら
ど
う

か
と
い
う
意
見
が
あ
る
中
で
景
気
好
転

の
兆
し
も
感
じ
ら
れ
な
い
、
ま
た
引
き

上
げ
る
た
め
の
十
分
な
要
素
も
な
い
の

で
、
住
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
が
つ

か
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
報
酬
は
据
え

置
き
と
な
り
、
一
時
金
の
0
・
05
月
分

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
妥
当
と
な
っ

た
。

議
案
第
7
号

氷
川
町
一
般
職
の
職
員

者
へ
通
知
し
た
。
法
人
に
つ
い
て
は
税

務
署
と
連
携
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度

か
ら
県
、
29
年
度
か
ら
は
他
自
治
体
と

の
併
任
徴
収
の
協
定
を
締
結
し
業
務
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
預
金
・
動
産
・
不

動
産
等
の
差
し
押
さ
え
や
合
同
公
売
会

へ
参
加
し
て
い
る
。

地
方
交
付
税
は
算
定
替
え

に
よ
り
減
額
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
前
年
度
よ
り
増
額
さ
れ
て
い

る
理
由
は

合
併
算
定
替
段
階
的

縮
減
の
4
年
目
と
な
り
30
年
度
よ
り
減

額
の
見
込
み
で
あ
る
が
、
起
債
の
交
付

税
措
置
分
を
試
算
し
見
込
ん
だ
額
で
あ

る
。

債
務
負
担
行
為
の
公
共
施

設
個
別
計
画
策
定
業
務
委
託
料
の
内
容

は

平
成
28
年
度
に
公
共

施
設
等
管
理
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

面
積
や
築
年
数
、
老
朽
化
具
合
、
耐
震

状
況
、
施
設
の
活
用
等
を
調
査
し
維
持

管
理
の
基
本
方
針
を
定
め
た
。
こ
れ
が

全
体
計
画
と
な
る
。
今
後
は
31
年
度
に

施
設
の
老
朽
化
診
断
等
を
行
い
、
32
年

度
は
そ
れ
に
基
づ
き
、
統
廃
合
・
廃
止

も
含
め
て
の
計
画
策
定
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

行
政
区
活
動
活
性
化
交
付

金
の
内
容
は

地
区
活
性
化
交
付
金
、
住

民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
、
地
区

館
交
付
金
3
つ
の
制
度
を
一
本
化
に
取

り
ま
と
め
た
も
の
。
一
部
見
直
し
を
し

納
税
報
奨
金
を
廃
止
し
、
新
た
に
ご
み

減
量
化
の
た
め
の
減
量
活
動
資
金
と
特

定
検
診
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
の
交
付

金
と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行
っ

た
。

公
民
館
管
理
人
業
務
委
託

料
の
内
容
は

機
構
改
革
に
伴
い
学

校
教
育
課
が
移
転
す
る
た
め
に
受
付
・

管
理
を
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

吉
川
議
員

総
務
課
長

吉
川
議
員

吉
川
議
員

総
務
振
興
課
長

総
務
課
長

清
田
議
員

吉
川
議
員

清
田
議
員

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

税
務
課
長

吉
川
議
員

吉
川
議
員

総
務
課
長

生
涯
学
習
課
長

文化センター内に移転した学校教育課

委員会報告委員会報告

清
田

一
敏 

委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告



氷川町議会だより No.31 2019. 5. 111

鹿島仮設住宅

さ
れ
る
。
私
有
の
人
工
林
が
対
象
で
、

経
営
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
森
林
を
対

象
に
意
向
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、
経

営
管
理
の
申
し
出
が
あ
っ
た
森
林
に
つ

い
て
経
営
管
理
権
を
町
に
委
託
し
て
も

ら
い
森
林
整
備
を
進
め
る
。

氷
川
町
有
住
宅
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
で
は
、
現
在
の
39
棟
の
中

で
何
世
帯
が
入
居
し
て
い
る
の
か
。

20
世
帯
の
入
居
と

な
る
。

4
月
1
日
に
施
行
と
な
る

が
1
回
退
去
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
の
支
援
に
よ
り
、
再
建
の
方
向
で

相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。
野
津
・
鹿
島

が
7
月
8
日
、
島
地
が
8
月
29
日
ま
で

で
1
年
延
長
さ
れ
た
人
は
そ
れ
ま
で
は

入
居
で
き
る
が
、
原
則
的
に
は
3
年
で

住
宅
再
建
す
る
こ
と
で
入
居
期
限
と
な

る
。

今
後
の
入
居
の
時
期
は
い

つ
頃
か
。

仮
設
団
地
本
設
工

事
の
発
注
を
6
月
に
、
10
月
に
募
集
し

12
月
に
入
居
可
能
予
定
で
あ
る
。

当
委
員
会
で
の
付
託
案
件
は
、
条
例

５
件
、
予
算
10
件
、
そ
の
他
１
件
。

当
委
員
会
は
、
３
月
11
日
、
役
場
２

階
大
会
議
室
で
、
関
係
課
長
よ
り
説
明

を
求
め
な
が
ら
議
案
審
査
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

氷
川
町
長
寿
祝
金
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
の
支
給
額
と
記
念
品
は
な
に
か
。

支
給
額
は
5
万
円
で

記
念
品
と
し
て
表
彰
状
と
花
束
で
あ

る
。（
平
成
30
年
度
の
対
象
者
は
6
名

で
あ
っ
た
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で

は
、
被
保
険
者
に
限
度
額
が
変
わ
る
こ

と
で
ど
れ
く
ら
い
の
影
響
が
あ
る
の

か
。

試
算
で
は
87
世
帯
が

影
響
を
受
け
る
。（
現
在
97
世
帯
）

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
の
制
定
に
係
る
事
業
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
。

平
成
31
年
度
か
ら
森

林
環
境
税
に
先
行
し
て
譲
与
税
が
譲
与

議
案
第
20
号

平
成
31
年
度
氷
川
町
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
費
・
荒
廃
農

地
等
利
活
用
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
耕
作
放
棄
地
面
積
は
ど
れ
く
ら

い
か
、
解
消
対
策
は
あ
る
か
。

面
積
は
1
0
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
ほ
ど
で
、
今
後
は
耕
作
で
き

な
い
と
こ
ろ
は
非
農
地
化
の
手
続
き
を

進
め
る
。

民
生
費
・
扶
助
費
の
高
齢

者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
事
業
と

は
な
に
か
。

75
歳
以
上
の
世
帯

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
一
人
当
た
り
年
間
1
万

2
千
円
（
24
枚
綴
）
を
交
付
予
定
。
対

象
者
は
6
6
4
人
を
予
定
し
て
い
る
。

塵
芥
処
理
費
の
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
で
、
生
ご
み
処
理
機
購

入
費
助
成
金
に
つ
い
て
は
住
民
へ
の
周

知
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
。

一
般
家
庭
用
で
1
0
0

台
、
事
業
所
用
で
5
台
を
見
込
ん
で
い

る
。
減
量
化
の
お
願
い
に
地
区
担
当
職

員
が
、
地
区
の
総
会
等
に
回
っ
て
い
る
。

職
員
に
も
依
頼
し
た
。

商
工
業
振
興
費
・
負
担
金

補
助
及
び
交
付
金
の
街
路
灯
補
助
金
と

は
な
に
か
。
街
路
灯
の
要
望
が
あ
っ
た

か
。

電
気
代
の
2
分
の
1

を
補
助
す
る
。
L
E
D
化
を
商
工
会
が

要
望
し
て
い
る
。
1
万
円
以
上
の
修
繕

の
場
合
も
2
分
の
1
の
補
助
が
あ
る
。

議
案
第
9
号

氷
川
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
か
ら
、
議
案
第
25
号

第
3
期
氷

川
町
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

ま
で
の
す
べ
て
の
付
託
案
件
を
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

委員会報告委員会報告
健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

農
業
振
興
課
長

上
田
俊
議
員

西
尾
議
員

西
尾
議
員

健
康
福
祉
課
長

建
設
下
水
道
課
長

建
設
下
水
道
課
長

西
尾
議
員

米
村
議
員

米
村
議
員

健
康
福
祉
課
長

農
業
委
員
会
局
長

町
民
環
境
課
長

西
尾
議
員

米
村
議
員

米
村
議
員

商
工
観
光
課
長

米
村
議
員

片
山

裕
治 

委
員
長

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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栫
地
区
に
あ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

が
2
0
2
4
年
3
月
に
焼
却
終
了
と
な

る
た
め
、
氷
川
町
の
焼
却
ゴ
ミ
は
八
代

市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ

る
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、
八
代
市
・

氷
川
町
環
境
型
社
会
推
進
協
議
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
が
、
氷
川
町
で
は
ご
み

の
10
％
削
減
を
宣
言
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
12
月
氷
川
町
議
会
の

全
議
員
は
、
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
、

率
先
し
て
減
量
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
は
何
種
類
か

あ
り
ま
す
が
、
報
告
分
は
購
入
し
た
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
生
ご
み
処
理
機
М

S
‐
N
53
と
い
う
機
種
で
す
。
大
き
さ

は
お
お
よ
そ
ビ
ー
ル
24
缶
ケ
ー
ス
大
で

す
（
写
真
①
）。
購
入
価
格
は
7
万
5

千
円
で
す
が
、
町
か
ら
2
万
5
千
円
の

補
助
金
を
受
け
て
の
購
入
で
す
。
設
置

場
所
は
室
内
、
屋
外
で
も
可
能
で
す
。

使
用
方
法
は
実
に
シ
ン
プ
ル
で
、
生

ご
み
を
投
入
し
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け

で
す
。
た
だ
こ
れ
だ
け
の
操
作
で
翌
日

に
は
、
生
ご
み
は
乾
燥
さ
れ
カ
ラ
カ
ラ

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
②
）。

電
気
料
金
が
少
し
か
か
る
と
の
取
扱
説

明
書
で
し
た
が
、
タ
イ
マ
ー
設
定
も
簡

単
に
で
き
、
深
夜
電
力
を
利
用
す
る
と

電
気
料
金
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
カ
ラ
カ
ラ
の
上
に
次
の
生
ご
み
を

投
入
し
、
あ
る
程
度
の
量
に
な
っ
た
ら
、

再
度
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。
家
庭
に

よ
り
生
ご
み
の
量
は
違
う
と
思
い
ま
す

が
、
約
1
週
間
で
乾
燥
処
理
物
が
7
分

目
程
に
な
っ
た
の
で
、
取
り
出
し
て
肥

料
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
（
写
真
③
）。

（
説
明
書
に
は
1
日
4
0
0
g
の
生
ご

み
で
あ
れ
ば
、
乾
燥
物
を
捨
て
な
く
て

も
約
2
週
間
連
続
し
て
使
用
で
き
る
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。）

今
年
1
月
30
日
か
ら
3
月
1
日
ま
で

の
生
ご
み
量
の
推
移
は
下
記
の
グ
ラ
フ

通
り
で
す
。
8
1
6
0
g
の
生
ご
み
が

1
7
7
0
g
と
な
り
、
約
80
％
の
削
減
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
1
7
7
0
g

は
肥
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
生
ご

み
は
1
0
0
％
削
減
さ

れ
、
結
局
搬
出
の
生
ご

み
は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し

た
。室

内
に
設
置
し
て
い

る
た
め
、
最
初
は
若
干

臭
い
が
気
に
な
り
ま
し

た
が
、
コ
ー
ヒ
ー
か
す

等
を
一
緒
に
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
臭
い
の
問

題
も
解
決
さ
れ
ま
し
た
。

生
ご
み
処
理
機
は
決

し
て
安
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

今
年
度
か
ら
町
の
補
助

金
も
最
高
3
万
円
と
な

り
ま
す
。
今
回
、
使
用

し
て
み
て
費
用
対
効
果

は
充
分
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み

の
処
理
を
通
し
て
、
プ

ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
再

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、

ほ
ぼ
毎
回
出
し
て
い
た

ピ
ン
ク
の
ゴ
ミ
袋
の
搬

出
が
、
2
週
間
に
1
回

程
に
な
っ
た
の
は
事
実

で
す
。

一
人
一
人
の
意
識
変
化
が
な
い
と
、

な
か
な
か
減
量
化
に
向
け
た
対
策
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
報
告
を
参

考
に
し
て
頂
き
、
一
人
で
も
10
％
減
量

化
対
策
を
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

写真②

写真①

写真③

生ごみ量の推移（1月30日～3月1日までの期間）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000
処理前

処理後

1回目

1550

410

2回目

2200

440

3回目

1990

340

4回目

2420

580

■処理前 ■処理後

生ごみ量の推移

（単位：ｇ）

4回分の生ごみ量 ８１６０ｇ

１７７０ｇに減量

庭木の肥料に
利 用

約80％
削 減

100％
削 減生ごみ排出ゼロ

焼
却
ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
て
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八
代
市
・
氷
川
町
の
自
衛
隊
入
隊（
校
）

予
定
者
壮
行
会
開
催

氷川町役場
庁舎前駐車場が竣工

上田健一議長が、在職15年の多年にわたり、
地域振興発展に顕著な功績があったと認められ、
表彰を受けられ本会議において、その伝達を行
いました。

役場及び周辺公共施設の駐車場不足解消のた
め整備されたもので、3月 29日に竣工した。災害
時の緊急避難場所としての活用も期待される。
総工費 約 1億 3千万円

宮﨑 仁（竜北）
陸上：国分

元松 磨耶（竜北）
陸上：久留米

全国町村議会議長会、
並びに熊本県町村議会
議長会表彰される

平
成
31
年
3
月
2
日
㈯
午
前
11
時
よ
り
八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
に
て
今
年
度

自
衛
隊
入
隊
（
校
）
予
定
者
、氷
川
町
2
名 

八
代
市
19
名
の
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
、

氷
川
町
議
会
防
衛
議
員
連
盟
よ
り
4
名
出
席
し
た
。

入
隊
予
定
者
代
表 

熊
本
県
立
八
代
東
高
等
学
校 

村
中

恵
さ
ん
よ
り
今
後
の

目
標
と
お
礼
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
又
自
衛
隊
の
活
動
等
に
つ
い
て
の
講
話
を
聞

き
閉
会
し
た
。

今
後
の
自
衛
隊
入
隊
（
校
）
の
皆
様
の
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。
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FC氷川は熊本県八代郡氷川町に本拠地
を置くサッカークラブです。
2009年に氷川町の竜北東小学校及び宮

原小学校の部活動サッカー部を統合し FC
氷川を発足、2017 年に黒潮 FC を統合、
2018年 3月に新たな組織としてスタート
しました。
当クラブでは「サッカーを楽しむ」の言葉をモットーに、サッカーの基礎を学びつつ、サッカーの楽
しさや魅力を伝えることに重点を置いて指導します。
また、サッカーを通じた青少年の健全な育成にも重きを置き、人格形成の基本となる挨拶や礼儀など
も徹底して指導しています。子供の判断や考えを奪うのでなく、子供たちが自ら考え決断できる選手に
なれるよう導きます。

体験入部も随時受付けをしております！サッカー
が大好きな小学生のみなさん、ぜひ練習模様を見に
来てください！
◆日本サッカー協会公認の指導者ライセンスを保持
するコーチが複数所属しており、子供のスキルに合
わせたきめ細やかな指導を行っております。

FC氷川事務局
佐々木 一暁（℡090-4584-3328）

スポットスポット
Ⓒ 2009 town H KAWA

平成から令和に元号が変わります
が、先日竜北中学校の卒業式に参列
する機会がありました。66 名の卒業
生でしたが、この日行われた氷川中

学校の卒業生は 53 名、氷川町全体の中学校の卒業生は 119
名ということです。少子化という問題が本町も進んでいるこ
とを感じずにはいられませんでした。議会も、行政も少子化
を優先課題として取り組むべきと考えています。
3 月議会で町長の施政方針が示されました。行政の予算の
使途が住民の声に答えているのか令和の時代になっても注視
したいと思います。（木下厚）

3月 31日
氷川まつり
の協賛とし
て招待中高

年ソフトボール大会が町民グ
ランドで開催されました。八
代郡市から 7 チーム、宇城市
から 1 チームの参加がありま
した。町長の始球式で始まり、
心地よい汗と爽やかな笑顔で
盛り上がっていました。

表紙の
ひとこと編集後記

FC氷川

次号は令和元年8月発行予定
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